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青年部の皆様
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　南九州市茶業振興会頴娃支部は３月27日、南九州
市の大野岳で「新茶まつりＩＮえい」を開催しました。
生産者・行政・関係機関・ＪＡなど約300人が参加、
まもなく始まる新茶の収穫に向け、前日に茶業青年部
が手もみ製造過程で約５時間掛けて仕上げたお茶を奉
納、神事を執り行い、今年の茶業の発展と豊作を祈願
しました。瀬川三郎頴娃支部長は「まもなく一番茶の
収穫が始まる。全国から最大級の茶生産地として期待
されている責任を持ち、消費者ニーズに応えるため、
生産者一体となって安全で美味しいお茶を提供した
い。」と話しました。神事後は祝賀会を開き、茶業女
性部員や児童が踊りを披露しました。管内では、例年
通り４月上旬から５月上旬まで新茶の収穫が行われる
予定です。

今年の豊作を願って執り行われた神事

新茶まつりに集まった人々

神事に奉納するお茶を手摘みする青年部員

祝賀会で踊りを披露

お茶を手もみ製造する青年部員

新茶まつり
ＩＮ えい２０１５

新茶予約承り中
４月20日ごろより
おいしい新茶を販売致します

ＪＡいぶすき各支所にても予約承ります。

販売先：ＪＡいぶすき 茶業センター
フリーダイヤル：0120-3234-88
ＦＡＸ：0993-39-1301
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Ｊ
Ａ
は
３
月
18
日
、
２
０

１
５
年
度
指
宿
市
立
徳
光
小

学
校
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
の

開
校
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
・
３
年
生
の
児
童
・
生
産

者
・
Ｊ
Ａ
・
学
校
・
市
場
・

行
政
関
係
者
な
ど
39
人
が
参

加
、
児
童
は
開
校
式
で
ス
イ

カ
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
、

大
人
か
ら
教
わ
り
な
が
ら
、

学
校
近
く
の
畑
で
地
元
名
産
、

徳
光
ス
イ
カ
の
苗
を
１
５
１

本
植
え
ま
し
た
。
２
年
生
の

西
村
将
斗
君
は
「
大
き
く
て

甘
い
ス
イ
カ
が
出
来
る
よ
う

に
願
い
な
が
ら
植
え
た
。
収

穫
が
楽
し
み
。」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
徳
光
小
学
校
の

馬
場
善
和
校
長
は
「
ス
イ
カ

を
育
て
る
に
は
、
多
く
の
人

の
支
え
が
必
要
。
児
童
に
は
、

そ
の
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら

育
て
て
欲
し
い
。」
と
話
し

ま
し
た
。
徳
光
小
学
校
あ
ぐ

り
ス
ク
ー
ル
は
、
児
童
が
ス

イ
カ
の
栽
培
・
収
穫
・
販
売

ま
で
を
体
験
す
る
貴
重
な
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
回
は

４
月
中
旬
に
、
余
分
な
脇
芽

や
枝
を
取
り
除
く
作
業
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

い
ぶ
す
き
花
き
振
興
会

は
３
月
４
日
、
指
宿
市
山

川
の
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か

ご
し
ま
で
２
０
１
４
年
度
、

第
６
回
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

指
宿
市
内
の
生
産
者
が
キ

ク
・
洋
花
球
根
切
花
・
観

葉
苗
鉢
物
の
３
部
門
に
合

計
60
点
を
出
品
、
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご
し
ま
・

県
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
・

Ｊ
Ａ
・
生
産
者
の
代
表
な

ど
が
病
害
虫
の
有
無
、
植

物
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
商
品

性
な
ど
の
基
準
で
審
査
、

最
高
賞
の
指
宿
市
長
賞
に

山
川
地
区
、
大
薗
幸
平
さ

ん
の
ス
タ
ー
チ
ス
（
洋
花

球
根
切
花
部
門
）
を
選
び

ま
し
た
。
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
か
ご
し
ま
の
古
園
郁
郎

審
査
委
員
長
は
「
天
候
が

厳
し
い
中
で
甲
乙
つ
け
難

い
出
品
物
が
揃
っ
た
。
入

賞
し
た
出
品
物
を
参
考
に
、

今
後
の
生
産
に
役
立
て
て

欲
し
い
。」
と
話
し
ま
し

た
。

　

出
品
物
は
３
月
15
日
ま

で
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご

し
ま
入
口
ロ
ビ
ー
で
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

いぶすき花き振興会が
フラワーコンテストを開催

徳光小学校あぐりスクール開校

色鮮やかな作品の並んだコンテスト会場

徳光小学校あぐりスクールの参加者

スイカの苗を植える児童
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指
宿
市
は
３
月
５
日
、

指
宿
の
ト
ロ
ピ
カ
ル
フ

ル
ー
ツ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
訪
れ

た
観
光
客
へ
南
国
を
体
感

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
Ｊ
Ｒ
指
宿
駅
で
ラ
イ

チ
の
植
樹
祭
を
開
催
し
ま

し
た
。
行
政
・
指
宿
熱
帯

果
樹
研
究
会
・
Ｊ
Ａ
・
Ｊ

Ａ
熱
帯
く
だ
も
の
部
会
な

ど
各
関
係
機
関
代
表
者
９

人
と
鹿
児
島
県
立
指
宿
養

護
学
校
の
生
徒
14
人
が
出

席
、
生
徒
は
指
宿
熱
帯
果

樹
研
究
会
の
石
畑
清
武
会

長
（
鹿
児
島
大
学
名
誉
教

授
）
に
植
え
方
を
教
わ

り
、
参
加
者
と
と
も
に
丁

寧
に
植
え
ま
し
た
。
植
樹

を
終
え
た
生
徒
は
「
ラ
イ

チ
と
と
も
に
成
長
し
て
、

立
派
な
社
会
人
に
な
り

た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

有
村
隆
雄
Ｊ
Ａ
熱
帯
く
だ

も
の
部
会
長
は
「
熱
帯
果

樹
の
産
地
と
し
て
訪
れ
た

観
光
客
や
市
民
に
喜
ん
で

頂
け
る
よ
う
な
場
所
に
し

た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

植
樹
し
た
ラ
イ
チ
（
品
種

名
シ
マ
ヅ
）
は
１
６
５
９

年
に
第
19
代
島
津
藩
主
が

薩
摩
山
川
郷
福
元
に
導
入

し
、
古
く
か
ら
指
宿
で
好

ま
れ
た
果
樹
で
、
開
花
期

は
２
月
か
ら
４
月
、
収
穫

期
は
７
月
か
ら
８
月
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
管
内
の
指
宿
市
開

聞
地
区
で
３
月
19
日
、
ス

ナ
ッ
プ
え
ん
ど
う
畑
の
棚

が
突
風
で
倒
れ
る
被
害
が

出
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
は
開
聞

地
区
の
職
員
約
10
人
が
中

心
と
な
り
、
20
日
の
朝
か

ら
、
約
１
時
間
か
け
て
棚

を
起
こ
す
作
業
を
手
伝
い

ま
し
た
。
同
地
区
で
は
こ

の
季
節
、
春
一
番
や
小
さ

な
竜
巻
、
開
聞
岳
か
ら
の

吹
き
降
ろ
し
の
風
な
ど
で

作
物
が
倒
れ
る
被
害
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大

迫
康
浩
営
農
課
次
長
は

「
生
産
者
に
は
、
棚
を
支

え
る
支
柱
を
深
く
埋
め
、

し
っ
か
り
補
強
し
て
大
切

な
作
物
を
最
後
ま
で
収
穫

出
来
る
よ
う
に
し
て
欲
し

い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

突
風
の
被
害
に
あ
っ
た
生

産
者
、
下
川
智
文
さ
ん

（
69
）
は
「
妻
と
２
人
だ

け
で
は
作
業
す
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
の
で
、
Ｊ

Ａ
に
頼
ん
だ
。
す
ぐ
現
場

に
来
て
く
れ
て
本
当
に
助

か
っ
た
。」
と
感
謝
し
ま

し
た
。
同
地
区
の
ス
ナ
ッ

プ
え
ん
ど
う
は
４
月
い
っ

ぱ
い
収
穫
が
続
く
予
定
で

す
。

植樹祭に参加した有村部会長（右）

開聞地区スナップえんどう突風被害

指宿をトロピカルなまちに
ライチ植樹祭

スナップえんどうの棚を起こすＪＡ職員
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　３月25日、開聞総合体育館サ
ブアリーナで、肉用牛生産農家・
関係機関・ＪＡ役職員ら約150名
の参加のもと、2015年度ＪＡいぶすき肉用牛繁殖農家研修会が開催されました。
会のはじめに、平成26年度肉用牛繁殖経営において、特に功績のあった前村厚海

さん、西川智恵美さん、鶴田富子さん、鐘撞正和さんが表彰
され、その後、県経済連飼料養鶏事業部　中島聖哉飼料専門
員による「飼料情勢について」、南薩地域振興局　新牛込純
治先生による「子牛の哺育期育成管理について」の研修が
行われ、今後一層の子牛商品性向上を目指し、参加者は熱心
に聴講しました。
　また、最後に牛肉等が当たる抽選会が行われ大盛況のうち
に閉会しました。

　ＪＡ女性部は４月２日、指宿市の開聞総合
体育館サブアリーナで第22回女性部通常総
会を開催、女性部員本人78人・委任状34人、
合計112人が出席しました。議事では、第１
号議案「平成26年度女性部・女性大学活動
報告および収支決算書の承認について」、第
２号議案「平成27年度活動計画（案）およ

び収支予算（案）の承認について」など４つの議案全
てを承認しました。総会後は共同学習で、公益財団法
人かごしま環境未来財団（かごしま環境未来館）理事
兼事業課長の塩川哲郎氏が「こどもたちにどのような
未来を？」と題して記念講演を行いました。田之頭淳
子女性部長は「昨年度は初めて女性大学を開校した。
今年度も新たな気持ちで部員の心を一つにして楽しく
活動したい。」と話しました。

ＪＡいぶすき
肉用牛繁殖農家研修会

第２２回女性部通常総会開催
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　ＪＡいぶすき山川西瓜部会は2015年度、試験
的に７月中旬出荷の黒玉スイカを栽培するため、
黒玉スイカ専門の栽培講習会を指宿市山川の中央
配送センターで開催しました。部会員から栽培希
望者６人が参加、黒玉の特徴や栽培上の注意点な
どを種苗メーカーから説明を受けました。参加し
た生産者は「整枝本数はどの程度が良いか。着
果位置、交配について普通種に比べてどうなの
か。」など活発に質問していました。

　ＪＡは３月31日、指宿市山川の本所で退職者
を送る会を開催しました。本所の役職員が出席、
３月で定年退職する２人の職員と県連合会へ戻る
職員の新たな門出を祝福しました。定年退職する
掘秀昭指宿総合支所長は「明日から新たな人生
のスタート。今後も一人の組合員としてＪＡを
見守って行きたい。」と話した。西村仁組合長は
「本当に長い間、ＪＡに従事して頂き感謝してい
る。大先輩の育てたＪＡを大切にしたい。」と激
励しました。

黒玉スイカ栽培講習会退職者を送る会

定年退職する祝迫正哉さん（中央右）と掘秀昭さん（中央左）

　ＪＡは２月28日、指宿市立北指宿中学校で、
ＪＡ共済アンパンマン交通安全キャラバンを開催
しました。ＪＡ管内などから午前と午後の公演に
併せて約600人の来場者が訪れ、アンパンマンと

仲間たちと一緒に交通安全について楽しく学びました。
西迫忠憲ＪＡ常務は「ＪＡでは今後も地域貢献活動を
続けて行きます。皆様も知っている職員に声を掛けて頂
き、交流を深めてください。」と話しました。ＪＡ共済
アンパンマン交通安全キャラバンは「アンパンマンた
ちと一緒に楽しみながら交通安全を学ぼう！」をテー
マに次世代を担う子供たちを交通事故から守るため、Ｊ
Ａ・ＪＡ共済連が全国で開催しています。

ⓒやなせ・F・T・N

ＪＡ共済アンパンマン
交通安全キャラバン

アンパンマンと仲間たち

アンパンマンと握手
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　ＪＡいぶすきは４月１日、指宿市山川のヘルシーランドで2015年度入組式を開催しました。今年度
の新入職員８人、中途採用職員６人と役職員が参加、新たな門出を祝福しました。西村仁組合長は「仕
事には壁や難局が必ずあるが、先輩職員の力も借り、乗り越えて下さい。」と激励しました。新入職員
を代表して本所・農産部営農課に配属が決まった、原口誠也職員は「一日でも早くＪＡいぶすきにふさ
わしい職員になるように成長していきたい。」と決意を語りました。新入職員は、４月１日からマナー
や事業について研修を受け、４月８日から各部署に配属されました。

平成27年４月１日付の人事異動は、次の通りです。
（管理職）

名　　前 新　　任 旧　　任
西村　安徳 本所・購買部長 本所・農産部長

中村　秀一 指宿総合支所長 本所・購買部長

山脇　孝之 本所・農産部長 本所・農産部販売課長

田中　和隆 本所・農産部営農課長 本所・農産部販売課次長（直販加工）

濵﨑　和斗 本所・農産部販売課長 山川総合支所・販売課長

前田　満穂 山川総合支所・販売課長 本所・農産部営農課主任
（山川地区指導担当）

當　　重磨 本所・農産部営農課次長
（山川地区指導担当）

本所・農産部営農課次長
（えい地区指導担当）

金山　祐一 本所・農産部販売課次長（直販加工） 本所・農産部販売課次長
（販売企画担当）

原田　　毅 本所・コンプライアンス推進室専門調査役 開聞総合支所・開聞中央支所専門調査役
（貸出担当）

永野　照雄 本所・共済部共済事務課専門調査役 本所・金融部金融推進課専門調査役
（喜入地区金融渉外担当）

豊倉　彰一 指宿総合支所・販売課専門調査役 えい総合支所・購買課専門調査役西部配送
センター（配送担当）

東條　史典 本所・畜産部次長兼畜産業務課長 （県経済連より）

堀之内正志 本所・購買部専門調査役
（資材産直店舗事務局担当） （県経済連より）

2015年度 ＪＡいぶすき入組式

人事異動のお知らせ
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　南九州市茶業振興会登録店舗（券販売所で茶販売店舗チラシ配布）であればどこでも使える
「プレミアム４０％付商品券」を次のとおり販売します。

問い合わせ先：
JA いぶすき（購買部） ℡0993-35-3411
南九州市茶業振興会 ℡0993-56-0247

2,500円で3,500円分のお茶が買える「南九州市茶いっぺ商品券」販売 !!

販売日時：平成27年４月25日（土）
　　　　　午前９時～
販 売 所：① JA いぶすき管内金融店舗
　　　　　②知覧平和公園内
　　　　　　JA 南さつま特攻物産館入口 特設販売所

　　　　②は土・日・祭日も販売します。
販売限度：1人5セットまで
　　　　　（現金での取扱いとなります。）
有効期間：平成27年4月25日～平成27年9月30日
プレミアム商品券の利用：
　　　　　各総合支所購買課・購買店舗窓口
　　　　　茶業センター売店
プレミアム率：40％

               

国内最大の茶産地「南九州市」の
みずみずしい新茶をどうぞ！
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平
成
27
年
３
月
30
日
、
第
１
回
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
次
の
通
り
協
議
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
協
議
内
容
】

○
平
成
26
年
度
２
月
末
資
産
査
定
結
果
に

つ
い
て

○
大
口
先
債
務
者
の
状
況
に
つ
い
て

○
平
成
26
年
度
末
決
算
に
お
け
る
会
計
処

理（
案
）に
つ
い
て

○
平
成
26
年
度
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

○
役
員
報
酬
審
議
会
か
ら
の
答
申
に
つ
い

て
○
任
期
満
了
に
伴
う
鹿
児
島
市
農
業
委
員

の
推
薦
に
つ
い
て

○
え
い
地
区
只
角
倉
庫
の
一
部
無
償
譲
渡

に
つ
い
て

○
い
ぶ
す
き
菜
の
花
㈱
と
の
自
動
車
共
済

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
平
成
27
年
度
事
業
計
画（
修
正
）（
案
）に

つ
い
て

○
平
成
27
年
度
要
員
計
画（
案
）に
つ
い
て

○
第
５
次
経
営
改
善
３
カ
年
計
画
の
策
定

　
（
案
）に
つ
い
て

○
理
事
会
規
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○
信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○
貸
出
金
の
貸
出
決
定
に
つ
い
て

○
員
外
監
事
候
補
者
の
決
定
に
つ
い
て

○
学
識
経
験
常
務
理
事
候
補
者
の
決
定
に

つ
い
て

○
学
識
経
験
監
事
候
補
者
の
決
定
に
つ
い

て

【
報
告
事
項
】

・
支
所
・
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
の
強

化
に
つ
い
て（
４
月
度
）

・
自
主
検
査
実
施
状
況
に
つ
い
て

・
不
祥
事
未
然
防
止
対
策
取
組
み
報
告

　
（
第
４
四
半
期
）に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
全
般
統
制
・
不
祥
事
未
然

防
止
行
動
計
画
の
評
価
に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
不
祥
事
・
苦
情
・
リ
ス
ク

等
の
報
告（
下
半
期
）に
つ
い
て

・
金
融
Ａ
Ｄ
Ｒ
制
度
に
係
る
相
談
・
苦
情

対
応
状
況
の
定
期
報
告（
下
半
期
）に
つ

い
て

・
共
済
Ａ
Ｄ
Ｒ
制
度
に
係
る
相
談
・
苦
情

対
応
状
況
の
定
期
報
告（
下
半
期
）に
つ

い
て

・
反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
管
理
先
対
応

状
況
報
告
書（
第
４
四
半
期
）に
つ
い
て

・
女
性
枠
理
事
候
補
者
の
女
性
役
員
選
考

委
員
会
推
薦
決
定
に
つ
い
て

・
出
資
金
増
口
運
動
の
実
績
報
告
に
つ
い

て
・
人
事
異
動
に
つ
い
て

・
平
成
27
年
度
定
年
再
雇
用
に
つ
い
て

・
国
産
農
畜
産
物
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
抽
選

権
付
き
全
国
統
一
定
期
貯
金「
結
い
の

恵
み
」取
扱
開
始
に
つ
い
て

・
南
九
州
市
茶
い
っ
ぺ
商
品
券
の
取
扱
い

に
つ
い
て

・
海
外
出
張
の
報
告
に
つ
い
て

・
購
買
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

他

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

【
喜
入
】　

川　

原　

敏　

公
（
65
）

今　

吉　

ミ　

キ
（
85
）

濵　

田　

文　

人
（
86
）

【
指
宿
】　

大　

村　

淑　

子
（
80
）

黒　

岩　

シ
ヅ
ヱ
（
96
）

中　

川　

清　

二
（
90
）

【
山
川
】　

野　

元　

甚　

藏
（
99
）

田　

中　
　
　

弘
（
86
）

福　

里　

フ　

デ
（
90
）

室　

屋　

利　

弘
（
90
）

桃　

木　

正　

巳
（
87
）

西　

元　

行　

雄
（
68
）

迫　

田　

オ
マ
セ
（
93
）

馬　

場　

ノ
リ
子
（
89
）

有　

馬　

フ
ヂ
子
（
93
）

松　

山　

光　

貴
（
39
）

西
元　

イ
セ
ミ
ツ
（
94
）

帖　

佐　

昭　

二
（
89
）

【
開
聞
】　

野　

口　

義　

雄
（
89
）

前　

村　

カ
ツ
子
（
76
）

濵　

上　

シ
ナ
ヱ
（
93
）

下　

吉　

ア
キ
エ
（
88
）

瀬
戸
口　

利　

子
（
82
）

祝　

迫　

昌　

子
（
83
）

【
頴
娃
】　

一　

氏　

清　

次
（
99
）

永　

谷　

秀　

幸
（
82
）

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を

　

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

春
か
ら
新
し
い
学

校
や
職
場
で
、
新
生

活
を
迎
え
る
皆
様
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
で
も

新
入
職
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
配
属
先
で
仕

事
を
始
め
ま
し
た
。

し
っ
か
り
指
導
出
来

る
先
輩
を
目
指
し
ま

す
。 表紙の写真

（
平
成
27
年
２
月
１
日
～

平
成
27
年
２
月
28
日
）

お
く
や
み（
敬
称
略
）

一　

ハ
ウ
ス
内
に
八
万
の
小
鉢
並
べ
ら
れ
カ

ポ
ッ
ク
の
さ
し
木
今
三
分
の
二

柚
木
﨑　

イ
ツ
子

二　

風
光
り
さ
く
ら
真
近
し
春
炬
燵
旅
の
広

告
お
も
む
ろ
に
見
る

上
西
園　

ふ
じ
え

三　

省
エ
ネ
は
お
手
の
物
だ
と
自
負
し
つ
つ

夜
通
し
灯
を
消
し
忘
れ
い
る高

田　

須
美
恵

四　

雨
あ
が
る
畑
に
鍬
う
つ
手
の
軽
し
い
づ

べ
に
て
鳴
く
う
ぐ
い
す
の
声吉

元　

美
知
子

五　

先
駆
け
て
す
も
も
の
花
は
純
白
に
双
子

の
姉
妹
の
初
節
句
近
し

吉
田　

知
佐
子

六　

鈴
鳴
ら
し
仔
馬
が
馬
車
曳
き
町
中
を
ロ

バ
の
パ
ン
屋
の
通
り
し
昭
和辰

野　

千
鶴
子

七　

円
周
の
空
に
す
わ
り
ぬ
観
覧
車
過
去
と

未
来
の
刻
を
ま
わ
し
ぬ

吉
永　

多
美
子

八　

花
冷
え
の
衣
を
ま
と
い
逝
き
し
夫
弥
生

の
月
は
惜
別
の
月

川
畑　

信
子

九　

竹
林
の
小
暗
き
道
を
回
り
つ
つ
地
の
ふ

く
ら
み
に
竹
の
子
動
く

片
野
田　

健
一

十　

め
ざ
め
よ
り
微
笑
み
の
花
を
ひ
ら
か
せ

て
ラ
ジ
オ
体
操
に
手
足
伸
ば
せ
り

片
野
田　

道
子

三
月
歌
会
詠
草
（
自
由
歌
）

い
ぶ
す
き
短
歌
会

　南九州市頴娃地区では、お茶の収穫がいよいよ始まりま
す。今回は南九州市茶業振興会頴娃支部青年部の皆様に集
まって頂きました。毎年、おいしいお茶を飲むことが出来
るのがとても楽しみです。
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去年から開校した「なごみ」をまた今年も開催することにな
りました。楽しい講座を予定しておりますので興味のある方
は是非ご参加下さい。 
 

◎内容◎ 

第１回目 開校式、多肉植物の寄せ植え ５月２８日（木） 

第２回目 陶芸             ６月 

第３回目 おいしいお茶の淹れ方を学ぼう講座 ９月 

第４回目 けんこう体操         １０月 

第５回目 ふるさとの味を学ぼう！郷土料理  １１月 
 

 
期 間 平成２７年５月～平成２７年１１月 
     ※日にちは後日お知らせ致します 
時 間 １３：３０～ ２時間程度（料理の時は午前１０時から） 
対 象 女性部・組合員・地域住民 
入 校 料 女性部 １，０００円 

女性部員外 １，５００円 
(別途毎回材料費かかります)＊＊ 

人 数 ２０名程度 

応募締切 平成２７年４月３０日（木）まで 
 

✿お問い合わせ・申込み先✿ 

・喜入総合支所 堀之内 ０９９－３４５－２０８３ 

・指宿総合支所 向吉 ０９９３－２５－４２１１ 

・山川総合支所 高山 ０９９３－３５－２１６０ 

・開聞総合支所 西原 ０９９３－３２－３１３１ 

・えい総合支所 岡元  ０９９３－３６－１１３２ 
・本所 前畑 ０９９３－３５－３４１１ 

 
 

✂ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 切 り 取 り 線 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

 

ＪＡいぶすき女性大学なごみ申込書 
 

氏名 生年月日 ＴＳＨ   年  月  日

住所 電話番号 

 


